
 

 

 

 

 

 

なかよし旬間「なかよくするために大切なことは？」 

なかよし旬間最終日（11 月８日）に行われた縦わりトークタイム。全校が 71 の縦わり班に分か

れて話し合い活動をしました。話し合いのテーマは「友だちとなかよくするために大切にしたいこと」。 

あるグループでは悩んでいる下級生に６年生が助言。「自分がしてもらってうれしいことを考えて

みるといいよ」。すると、みんなの表情が変わり話し始めました。「サッカーでゴールを決めたときに

一緒に喜ぶ」「自分が悪いことをしたときにすぐ謝る」などなど。なかよくするコツは自分がされてう

れしいことを相手にすることだと気づいたようです。活動後に今日のトークタイムの感想を聞くと、

「他の人の考えを聞くことができてよかった」「お互いをわかり合えてよかった」「これを実行にうつす

ことが大事」「また廊下で会ったら、できているかお互いに聞いてみよう」と感想がつながっていき

ました。 １～６年生が多様な考えに出合える縦わりトーク、また挑戦してみたいです。 

11月 25日（月）から冬日課（５時間授業・下校 14:55）になります。ご承知おきください。 
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（文責：宮下） 

永明小学校ではいじめや体罰の相談窓口を設けています。どうぞ遠慮なくご相談ください。 

 校長室：宮下健治（校長）、北澤洋一（教頭） 対面の相談または電話相談（0266-72-2207） 

 保健室：飯島あずさ（養護教諭） 対面の相談または電話相談（0266-72-2207） 

長野県教育委員会では「体罰に関わる相談窓口」を設けています。下記まで、封書、電話、

FAX等で相談ができますので、ご活用ください。 

【宛先】長野県教育委員会義務教育課 「体罰に関わる相談窓口」宛 

【住所】〒380-8570 長野市南長野幅下 692-2 

【電話】026-235-7426（直通） FAX 026-235-7494 

※永明小学校のいじめ防止基本方針は本校のＨＰでご確認ください。 

【雑感】本校のトイレが最近きれいになってきたなぁと感じる。トイレの使い方は経験とともに

上手になるので当たり前かもしれないが、それだけが原因ではないような気がしている。 

中でも急にきれいになったなぁと思うのが３，４年生の教室の間にあるトイレ。１学期には遊

びに熱中しすぎた足あとが便座に残っていることもあったこのトイレが 10月くらいから急にきれ

いになってきた。これは子どものトイレの使い方が変わったのか、掃除をがんばっているのか、10

月 5日の PTA作業のおかげか…。きっと原因はいろいろありそうだ。 

物を大切にすることは人を大切にすることとまったく同じだと私は思っている。だから私はト

イレを大切に使いたいし、トイレがきれいだと本校の児童は友だちも大切にできるようになって

きたんじゃないかと思える。なかよし旬間を終えて一段とトイレがきれいになったらうれしい。 


